
講師コード

Ａ－１

Ａ－２

Ａ－３

Ａ－４

Ａ－５

以下の研修内容については、上記の講師以外にも記載の講師を可とする。

研修内容 講師コード 　　要　件

Ｂ－１ 障害児施設など障害児支援等の分野で勤務経験があり、かつ当該分野に講師や研究発表を行うなど十分な知識及び経験を有する者

Ｂ－２
児童相談所、児童発達支援センター、保健センター等で発達相談対応業務に従事し、かつ当該分野について講師や研究発表を行うなど十分な
知識及び経験を有する者

Ｃ－１
児童福祉施設または教育施設で感染症対策、安全管理業務に従事経験がある者で、研修講師の経験があるなど、十分な知識及び経験を有する
者

Ｃ－２ 当該分野について、十分な知識や経験を有する医師、看護師、保健師

Ｃ－３ 心肺蘇生やAED、異物除去などについて講義及び演習を実施できる消防署職員、日本赤十字指導員等

Ｄ－１ 児童相談所長または児童相談所で実務経験のある児童福祉司等

Ｄ－２ 乳児院、児童養護施設、児童家庭支援センター、母子生活支援施設等の基幹的職員

Ｄ－３
国際交流協会、多文化共生センター、ＮＰＯ、日本語教室などの職員で、研修講師の経験があるなど、十分な知識及び経験を有する者
※在籍する外国人園児やその保護者と意思疎通を図るため、日本語の習得や日本の文化の理解などを目的とした研修に限る。

Ｅ－１ 地方公共団体や企業等において当該分野に関する研修講師の経験を有する者

Ｅ－２ 団体、企業等で雇用管理の職務に従事した者で、かつ雇用管理に関する研修講師の経験を有する者

・リアルタイム配信（ZOOMなどの双方向通信に限る）を用いた、オンラインでの園内研修も可とする。

　　要　件

大分県福祉保健部こども未来課

各市町村（教育委員会含む。）又は県が研修の実施主体として認定をした団体が適当と認める者

当該分野について、大分県保育士等キャリアアップ研修の講師経験を有する者

別紙２　大分県が処遇改善等加算Ⅱの対象と認める幼稚園・認定こども園における園内研修の講師の基準

当該分野あるいは類似分野を教授している幼稚園教諭・保育士等を養成する学校または教育・福祉系大学等の教員

・市町村幼児教育アドバイザーについては、所属する園以外での研修のみ認める。

・上記以外の者を講師として園内研修を実施することは妨げないが、処遇改善等加算Ⅱ対象の園内研修としては認められないことに留意すること。
・アレルギー対応（疾患の理解・エピペンの取り扱い等）については、講師の基準Ａ－１、Ｃ－２に限る。

幼稚園・認定こども園等において幼稚園教諭・保育士（保育教諭含む。）として勤務経験があり、かつ園長や主幹教諭等の立場の経験を有する者であって、当
該分野について講師や研究発表を行うなど十分な知識及び経験を有する者

県幼児教育センター・県教育委員会の指導主事、幼児教育スーパーバイザーまたは市町村幼児教育アドバイザー

※留意事項

特別支援教育

保健衛生・安全
対策

保護者支援・子
育て支援

マネジメント


